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1. 調査概要 

1.1. 実施概要 

（１） 開催趣旨（目的） 

特定非営利活動法人 大規模災害対策研究機構（CDR）では、大規模自然災害の復旧復興状況

や災害対策の実施状況や実施方針を学び、南海トラフ巨大地震津波対策や大規模・広域災害対策

に資することを目的とした現地調査を毎年実施している。 

今年度は、2016 年に熊本地震で、2020 年 7 月に球磨川からの洪水氾濫で、大きな被害を立て

続けに受けた熊本県を対象に、復興状況を調査した。 

2016 年熊本地震に対しては、翌 2017 年に 11 月に震災から 1 年経過した段階での復旧復興状

況調査を行っており、そこから 8 年経過した現時点におけるその復旧復興の進捗状況や変化、こ

の時間経過の中での課題や問題点、さらには今後の展望等について調査した。また、自治体から

の視点に加え、地元で関与、活動されている民間団体や民間企業、等からの視点での課題や問題

点、要望等の生の声をヒアリングさせていただき、災害対応とその後の復旧復興対応時の連携強

化のあり方、改善策の検討を行うための情報収集を行った。 

 

（２） 主催 

特定非営利活動法人 大規模災害対策研究機構（CDR） 

 

（３） 実施日 

2025 年 12 月 15 日（月）～18 日（木） 

 

（４） 調査実施場所 

・ 2016 年熊本地震被災地（南阿蘇村地区、益城町地区、熊本城） 

・ 2020 年 7 月豪雨（球磨川氾濫）被災地（球磨村地区、人吉市地区） 

 

（５） 参加者数 

18 名 
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（６） 行程・スケジュール 

●12月15日(月) 

・11:00 ：熊本空港集合 

・12:40～17:00 ： 

【調査箇所】 

（①南阿蘇村：南阿蘇村役場訪問） 

・ 2016年熊本地震における南阿蘇村の復旧復興までの取組、苦労話に関する講演拝聴 

・ 数鹿流崩之碑 展望所（大規模山腹崩壊箇所） 

・ 新阿蘇大橋 

・ 旧・阿蘇大橋 

②熊本地震震災ミュージアムKIOKU（旧東海大学阿蘇キャンパス） 

③阿蘇神社倒壊現場 

 

●12月16日(火) 

・9:30～17:30 ： 

【調査箇所】 

（①益城町：益城町役場訪問） 

・ 2016年熊本地震における益城町の復旧復興までの取組、苦労話に関する講演拝聴 

・ 上陳堂園（木山断層） 

（②熊本市） 

・ 熊本城 修復状況調査 

（③熊本県：熊本県庁訪問） 

・ 2016年熊本地震と2020年7月豪雨における熊本県の復旧復興までの取組、苦労話に関する講

演拝聴 

 

●12月17日(水) 

・10:30～16:40 ： 

【調査箇所】 

（①球磨村：球磨村役場訪問） 

・ 球磨村の2020年7月豪雨における復旧復興までの取組、苦労話に関する講演拝聴 

・ 球磨村地区浸水被害地視察調査 

（②人吉市地区） 

・ 被災・復興を経験された地元企業、地元神社に対するヒアリング調査 

(資)大和一酒造元、青井阿蘇神社 

 

●12月18日(木) 

・ 11:30頃 熊本空港解散 

・ 12:30頃 熊本駅解散 
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1.2. 参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本地震震災ミュージアム KIOKU にて（熊本県阿蘇郡南阿蘇村：2025 年 12 月 16 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本城にて（熊本市：2025 年 12 月 16 日） 
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亀崎副知事、中川政策調整監（写真中央右）と交流（熊本市：2025 年 12 月 16 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青井阿蘇神社にて（熊本県人吉市：2025 年 12 月 17 日） 
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大和一酒造 酒蔵にて（熊本県人吉市：2025 年 12 月 17 日） 
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2. 2016 年熊本地震および 2020 年 7 月豪雨災害の概要 

2.1. 2016 年（平成 28 年）熊本地震の概要 

① 発生日時 

前震：2016 年４月 14 日（木）21 時 26 分 

本震：2016 年４月 16 日（土）１時 25 分 

② 震源及び規模 

・ 前震：熊本県熊本地方（北緯 32.44 度、東経 130.48 度）、震源の深さ 11km、モーメン

トマグニチュード Mw6.5 

・ 本震：熊本県熊本地方（北緯 32.45 度、東経 130.45 度）、震源の深さ 12km、モーメン

トマグニチュード Mw7.3 

③ 各市町村の最大震度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 地震の発生状況 

平成 28 年４月 14 日 21 時 26 分に熊本県熊本地方を震源とするマグニチュード 6.5、最大震度

７の地震が発生し（前震）、その後４月 16 日１時 25 分に同地域を震源とするマグニチュード 7.3、

最大震度７の地震が発生（本震）した。 

２度の震度７に加え、熊本県及び大分県を中心として、３日間で震度６を５回記録したほか、

過去の直下型地震と比較しても長期にわたって規模の大きな余震が頻発したことが特徴であり、

なかでも発生から５日間での有感地震は 2,000 回に達した。 
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⑤ 被害状況 

人的被害として、死者 211 名、重傷者 1,142 名、軽傷者 1,604 名となった。また、建物被害と

して、全壊家屋は約８千棟、半壊家屋は約３万４千棟、一部損壊家屋は約 15 万３千棟等、被害は

あわせて約 21 万棟に及んだ。 

また、各地で 190 件に及ぶ土砂災害が発生し、道路寸断等の物的被害をもたらしたほか、ライ

フライン被害も甚大であり、なかでも水道の復旧には約３ヶ月を要した地域（南阿蘇村）も生じ

た。これらの直接被害に加えて、農林水産業、観光業への地域産業への影響も大きい。 

このほか、庁舎の被災等により、行政機能の継続に支障を来す自治体が複数発生したことも特

徴である。 

熊本地震による熊本県・大分県の被害額は最大約 4.6 兆円と推計されている。また、公共土木

施設（国土交通省所管）の被害報告額は 3,200 億円、査定見込額は 2,806 億円、うち熊本県は 3,319

箇所で約 900 億円（熊本市を除く）となっている。 
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2.2. 2020 年 7 月豪雨災害の概要 

（出典引用：熊本県 HP：https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/206/226255.html） 
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3. 現地調査の実施状況報告 

3.1. 南阿蘇村 

（１） 2016年熊本地震における南阿蘇村の復旧復興までの取組、苦労話に関する講演拝聴 

【講師】南阿蘇村 藤原/防災官、企画観光課 古澤/主幹、中尾/主事 

※講演資料は別添資料 参照 
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（２） 2016年熊本地震 被災現場での解説 

・数鹿流崩之碑 展望所（大規模山腹崩壊箇所） 

・旧・阿蘇大橋、新・阿蘇大橋 

【数鹿流崩れ】熊本市から阿蘇市・大分方面（国道 57 号線）

と南阿蘇村・宮崎方面（阿蘇大橋）の分岐点にあたり、熊本

と大分を結ぶ交通の要衝。2016 年 4 月 16 日の熊本地震（本

震）により、山頂付近から大規模な斜面崩壊が発生し、国道

57 号や豊肥本線、そして阿蘇大橋が崩落した。 

【旧・阿蘇大橋】熊本地震の本震により、旧阿蘇大橋は全体

が崩落した。当初は大規模な斜面崩壊が原因とされていた

が、その後の調査で橋直下の断層が動き、地盤がずれたこと

で橋に強い圧縮力がかかり崩落したことが判明した。この

崩落で、橋を走行中の大学生 1 名が犠牲となった。 

【新・阿蘇大橋】新阿蘇大橋は、旧橋から約 600m 下流に

架けられ、全長 525m、最大橋脚高 97m の PC ラーメン橋。

複数の橋脚と上部の橋桁を一体化した構造で、地震の揺れ

に強い特徴を持っている。 

 

【現地解説】熊本県みなみあそ観光局 久保/統括マネージャ

ー（熊本地震震災ミュージアム/統括ディレクター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧・阿蘇大橋       数鹿流崩之碑 展望所       新・阿蘇大橋 

（大規模山腹崩壊箇所） 
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（３） 2016年熊本地震 震災ミュージアム KIOKU 

震災ミュージアム KIOKU は、「熊本地震 記憶の廻廊」の中核拠点となる体験・展示施設。こ

のミュージアムは、2016 年の熊本地震の経験や教訓を未来に伝え、風化させないこと、来館者が

自然の驚異や恵みを感じ、防災意識を高めることを目的としている。 

 同施設は、熊本県阿蘇郡南阿蘇村にある旧東海大学阿蘇キャンパス内にあり、2023 年 7 月 15

日にオープンした。 

【旧東海大学阿蘇キャンパス】震災前は全国から集まった約 1,000 名の学生が学ぶ「牧場・農場

一体型キャンパス」であった。熊本地震の本震では断層が鉄筋コンクリート造の 1 号館の真下を

通り、広場には全長約 50m に及ぶ地表地震断層（右横ずれ断層）が現れた。地震の発生が深夜だ

ったため人的な被害は免れたが、一部実習施設を除いてキャンパスが移転。現在は建物の被害と

断層の関係を観察できる場所として、1 号館の一部と地表表層断層が一般公開されている。 

 

【施設案内・解説】 

熊本県みなみあそ観光局 久保/統括マネージャー（熊本地震震災ミュージアム/統括ディレクター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本地震震災ミュージアム KIOKU にて（熊本県阿蘇郡南阿蘇村：2025 年 12 月 16 日） 
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3.2. 阿蘇市（阿蘇神社） 

阿蘇神社は、熊本県阿蘇市にある神社。全国に約 450 社ある「阿蘇神社」の総本社。熊本県北

東、阿蘇山の北麓に鎮座する。全国的にも珍しい横参道で、参道の南には阿蘇火口、北には国造

神社が位置していると言われている。中世の戦国期に肥後中部で勢力を誇示していた阿蘇氏と縁

の深い神社である。 

東向きに還御門、楼門、御幸門があり、境内には社殿が 3 棟ある。「日本三大楼門」に数えられ

る楼門は、高さが 18m あり、神社では珍しい仏閣の様式で建てられた二層楼山門式である。 

熊本地震により、重要文化財建物 6 棟が被災した。 

【部分損壊】①一の神殿、②二の神殿、③神幸（みゆき）門、④還御（かんぎょ）門 

【損壊大、応急措置】⑤三の神殿 

【全壊】⑥楼門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回訪問時の楼門 
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3.3. 益城町 

（１） 2016年熊本地震における南阿蘇村の復旧復興までの取組、苦労話に関する講演拝聴 

【講師】益城町 危機管理課 森川/課長、澤田/係長、村上/主事 

※講演資料は別添資料 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

20 

（２） 2016年熊本地震を発生させた断層視察上陳堂園（木山断層：国天然記念物「布田川断層帯」

の一部） 

【現地案内・解説】益城町 教育委員会 生涯学習課生涯学習係 堤/係長 

・ 上陳堂園（堂園地区）では、2016 年熊本地震によって布田川断層帯の地表地震断層が現れた。 

・ 最大変位量と地形的特徴 

・ 最大変位量：堂園の麦畑付近では、地震断層の北東端に位置し、最大 2.2m の右横ずれ変位

が観測された。益城町では 2.5m の最大水平変位が記録されている。 

・ 地形と保存：この地域の畑では、田んぼのあぜ道がクランク状に折れ曲がったり、側溝がず

れたりする様子がはっきりと見て取れる。（震災遺構として益城町の指定文化財（天然記念物）

となり、防災教育に活用されている） 
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3.4. 熊本城の復旧状況調査 

【熊本城】 

・ 熊本城は、現在の熊本県熊本市中央区に所在する。阿蘇の火砕流が堆積した「茶臼山」と

呼ばれる丘陵に築かれている。関ヶ原の戦いの頃には現在の位置に築城が始まり、慶長

12(1607)年に完成した。その城郭は周囲 5.3km、総面積 98 万㎡に及ぶ広大なものである。 

・ 往時の熊本城は大小天守をはじめ、櫓 49、櫓門 18、城門 29 程度を数える。熊本城は明治

10(1877)年の西南戦争開戦直前の火災で天守、本丸御殿などが焼失したが、その後籠城に

耐え、難攻不落で堅固な城として有名である。宇土櫓をはじめ 13 棟が重要文化財に指定さ

れている。 

・ 現在の天守閣は昭和 35(1960)年に再建されたものである。 

【熊本城の地震被害の歴史】 

・ 熊本城における地震被害は今回が初めてではない。江戸時代の地震の記録は 23 回を数え

る。うち、寛永 2(1625)年、寛永 10(1633)年、弘化 4(1847)年の地震では、熊本城に被害が

あったことが明らかになっている。寛永 2 年 6 月の地震では、焔硝蔵爆発、天守・石垣に

被害と伝えられている。 

・ 明治 22(1889)年 7 月 28 日夜半には、金峰山山麓を震源地とする推定 M6.3 の地震が発生

した。熊本城の被害は甚大で、石垣崩落 42 カ所、石垣膨らみ 20 カ所、崖崩落 7 カ所、さ

らに建物の損壊もあって、修復費用は 10 万 7583 円(現在の貨幣価値で約 35 億円)にのぼ

った。明治 22 年の地震については、被害をまとめた報告書『震災ニ関スル諸報告』（陸軍

第六師団監督部他作成、宮内庁宮内公文書館所蔵、明治 22 年）が残されており、詳細な被

害状況を確認できる。 

・ 明治 22 年の地震被害箇所と 2016 年の地震被害箇所は 77％ほど重複する。 

 

【2016 年熊本地震による熊本城の被害】 

・ 重要文化財建造物 13 棟全ての建造物が被災。中でも熊本城の北東に近接して位置する東十

八間櫓、北十八間櫓は全壊した。宇土櫓の五階櫓は、屋根・外壁・建具破損で済んだが、続

櫓は倒壊した。不開門、長塀が一部倒壊し、他 8 棟が破損を受け修復が必要となった。 

・ 復元建造物（昭和 35 年に再建された天守閣など、史料を活かして史実に基づいて復元された

建造物）の 20 棟も全て被災した。塀のほとんどは倒壊し、飯田丸五階櫓、戌亥櫓など 7 棟

は、建物下の石垣が部分崩落しているために倒壊のおそれがある。天守閣は鉄筋コンクリー

ト建造物であったため、建物自体の損傷は少ないが、大天守最上階の瓦はほとんどが落ちて

破損している。 

・ 今回の地震で最も大きく被害を受けたのが石垣である。熊本城の石垣は、973 面・約 79,000

㎡に及ぶ。そのうち築石が崩落したのは 229 面・約 8,200 ㎡で全体の約 1 割、緩みや膨らみ

のため積み直しを要するのは 517 面・約 23,600 ㎡で全体の約 3 割の面積に及ぶ。1 ㎡の築

石の数は平均して 3～4 個程度と考えると、約 7 万～10 万個の築石を積み直すことになる。 

【復旧状況】 

・ 熊本城全体の復旧は、2052 年までの完了を目指しており、約 35 年かかる長期的なプロジェ

クト。 

・ 天守閣：2021 年 3 月に完全復旧し、同年に一般公開が再開された。鉄筋鉄骨コンクリートで

再建された天守閣は、被害が比較的小さく、いち早く復旧された。 

・ 長塀：2021 年 1 月に復旧が完了。 
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・ 戌亥櫓：2021 年頃から解体保存作業が行われ、2023 年には崩落した石材の回収が行われた。 

・ 宇土櫓：解体保存工事が進行中で、石垣の復旧設計も進められている。 

・ 監物櫓：復旧工事が進行中。 

・ 南大手門：解体保存工事が進行中。 

・ 石垣：今回の地震で最も大きな被害を受けたのは石垣。全体の一部が崩落し、約 3 割の石垣

が積み直しを必要としる。石垣の復旧は伝統的な工法を基本としつつ、最新技術も取り入れ

ながら進められている。 

 

【現地案内・解説】 

熊本市文化市民局熊本城総合事務所 総務管理課管理班 國本/主幹、津曲/熊本城災害復旧相談役 
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元あった資材を保管し、基本、元あった場所に復旧・再利用。破損部材は補修し、再利用。 

 

雨風による浸食、裏込め材

の流失、さらなる崩壊防止

のために一時的にモルタル

で仮止め。石垣の石に影響

が及ばないように石材の上

にシートを被せてその上か

らモルタルで補強 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石に番号を振り、過去の写真等を基に元あっ

た位置に復旧 
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3.5. 熊本県庁 

 2016年熊本地震と2020年7月豪雨における熊本県の復旧復興までの取組、苦労話に関する講演

拝聴 

【講師】危機管理防災課 三家本/危機管理防災特別顧問、中神/地域防災推進班 主事 

※講演資料は別添資料 参照 
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【熊本県防災センター オペレーションルームの視察】 

【案内・解説】鳥井/危機管理監、井上/課長、渡部/危機管理防災企画監、塚本/課長補佐、甲斐/主

幹 

オペレーションルームは、自衛隊、警察、消防等の活動部隊に加え、電気・ガス等のライフラ

イン事業者を配置するなど、大規模災害時の災害対応スペースはこれまでの3.3倍を確保した他、

オペレーションルームと災害対策本部会議室等をモニターで繋ぐことで、リアルタイムで情報共

有が可能となり、熊本県内における災害対応の指令拠点のみならず、九州を支える広域防災拠点

としての機能強化を図っている。 
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3.6. 球磨村 

 2020年7月豪雨における球磨村の復旧復興までの取組、苦労話に関する講演拝聴 

 球磨村地区浸水被害地視察調査 

【講師・現地案内】総務課 中渡/地域防災マネージャー・防災管理官 

※講演資料は別添資料 参照 
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3.7. 2020 年 7 月豪雨により被災・復興を経験された地元企業、神社に対するヒアリング調査 

（1） 青井阿蘇神社 

【講師】福川/宮司 

① 青井阿蘇神社の復旧事例 

 青井阿蘇神社は 806 年に創建され、1610 年から 1613 年にかけて現在の社殿が整備され

た。 

 2020 年 7 月豪雨では、楼門で 1.45m、本殿・幣殿・拝殿で約 1.20m の深さまで浸水。浸

水は過去の洪水を上回る深さであった。 

 主な被害は 1m を超える浸水と土砂堆積。復旧は 2021 年度に行われ、床下の土砂除去や

建具の補修が実施された。 

 国庫補助金や県費補助金を活用し、復旧事業が進められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 青井阿蘇神社禊橋の復旧事例 

 禊橋は 1921 年に造られたコンクリート造の三連アーチ橋で、浸水時には 3.0m 以上の深

さまで水没。 

 被害確認後、立入禁止措置が講じられ、2022 年度に復旧事業が実施された。 

 落下した欄干は型取りして復元し、耐久性と安全性を確保した。県費補助事業を活用して

復旧が行われた。 
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（2） (資)大和一酒造元 

【講師】下田/代表 

・ 2020 年 7 月の豪雨により球磨川が氾濫し、焼酎蔵の工場は最大 3 メートル浸水、1 階は完全

水没した。明治以来使用してきた石造りの麹室や貯蔵タンクが被災し、醸造中の焼酎約 8 割

が流出。過去の水害が床下浸水程度であったため、想定を超える被害となり、事業継続の危

機に直面した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 被災直後は地域の蔵元仲間、酒販店、関係者など延べ 300 人以上の支援により復旧作業を実

施。クラウドファンディングを活用し、資金面でも支援を受けた。被災から 4 カ月後に製造

を再開し、2021 年 4 月に新酒を販売した。 

・   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 復興にあたっては、将来の同規模水害を想定し「被害は最小限、復旧は最短」を基本方針と

して改修を実施。事務所機能を 2 階へ移転し、貯蔵甕が浮いて転倒・流出しない構造を導入。

さらに、洪水時の水没リスクを考慮し、床置き設備から天井吊り下げ式ホイストクレーンへ

変更した。補助金制度も活用し、防災性と作業効率を両立させた施設へ再建。被災から 1000

日目にリニューアルオープンした。 

 教訓：過去の被害規模にとらわれず、気候変動を前提とした最大級の災害想定が必要 

 ポイント：人の支援ネットワーク、資金調達の多様化、事前復旧型の施設改修が、事業継続

と早期復興につながる 
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4. お世話になった皆様 
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5. あとがき 

 

本調査は、2016 年熊本地震および 2020 年 7 月豪雨災害という、異なる要因によって発生した

二つの大規模災害を対象に、被災地における復興の実態とその課題を明らかにすることを目的と

して実施した。 

調査を通じて、災害の種類や被害形態が異なっても、復興の過程において共通する課題が存在

すること、また事前の備えや平時からの地域づくりが復興の速度や質に大きく影響することが確

認された。 

特に、被災者同士の支え合いや地域コミュニティの存在が、生活再建や心の回復において重要

な役割を果たしている一方で、長期化する復興過程の中で孤立や格差が生じる危険性も明らかと

なった。これらの点は、復興を単なるインフラの復旧にとどめず、人と人とのつながりや地域の

持続性を重視した取り組みが不可欠であることを示している。 

今後の災害復興に向けては、複数災害の発生を前提とした復興計画の策定、行政・専門機関・

地域住民が連携した継続的な支援体制の構築、そして被災経験や教訓を次世代へと確実に継承し

ていく仕組みづくりが求められる。 

本調査の成果が、将来の災害、特に、南海トラフ巨大地震災害に備えたより実効性の高い防災・

減災、復興政策の検討に資することを期待したい。 

 

最後に、年末の大変お忙しい時期にもかかわらず本調査にご協力いただいた被災地域の皆様、

ならびに関係自治体・行政機関の方々に深く感謝申し上げます。 
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